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【図４】キャリア・コンサルティングの状況的アプローチの概念 

4つの窓に示したスタイルはその領域を代表するスタイルの総称として用いている表現であり、厳密な言葉の定義をあてはめている

ものではない。 

クライエントのキャリア・レディネスが

さほど高い状態でない状況では、気持ち

や状況を傾聴し受け止めてあげ、寄り添

う姿勢をとることでクライアントの安

心感や冷静さを維持でき、その後の方策

を見つけやすくする。 
⇒聴いてあげる 

クライエントのキャリア・レディネスが

比較的低い状態では、寄り添いながら、

こういう方法もあるけれど、という親身

なアドバイスが効果的。 
⇒かまってあげる 

クライエントのキャリア・レディネ

スが高い状態では自律的な判断がで

きることから、一緒に歩むといった

協働的なスタイルをとることより、

距離を置いて適格な分析や示唆をし

たほうが効果的。 
⇒分析してあげる 

クライエントのキャリア・レディネ

スが低い状態では、依存的になるこ

とから、ある程度の距離を置いて指

示をしたり教えることが効果的。 
⇒教えてあげる 


